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民
主
党
オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
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近
現
代
史
研
究
会 
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今
、
政
治
家
が
歴
史
を
学
ぶ
意
義 

講
演
者 

岩
見
隆
夫
氏 

 

毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日 

一
七
時
～
一
八
時 

参
議
院
議
員
会
館
Ｂ
一
〇
七
会
議
室 

 

二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
、「
民
主
党
オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
近

現
代
史
研
究
会
）
」
（
第
一
回
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岩
見
隆
夫
講
師
の
『
今
、
政
治
家
が
歴
史
を
学
ぶ
意
義
』
は
、
政
治

家
の
用
い
る
「
歴
史
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
合
い
を
た
ど
り
な
が
ら
、

長
老
中
曽
根
（
康
弘
）
さ
ん
の
三
つ
の
意
思
「
古
い
書
物
か
ら
学
ぶ
・

先
達
を
訪
ね
る
・
歴
史
の
現
場
に
い
く
」
を
学
ぶ
規
範
と
し
て
持
つ
こ

と
の
有
効
性
、
不
破
（
哲
三
）
さ
ん
の
「
歴
史
は
戦
争
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
か
ら
の
侵
略
戦
争
に
対
す
る
反
省
の
欠
落
と
そ
れ
に
よ
る
平

和
存
続
へ
の
危
惧
、
田
中
（
角
栄
）
さ
ん
の
「
戦
争
を
知
っ
て
い
る
人

が
い
る
間
は
大
丈
夫｣

と
い
う
体
感
的
平
和
論
な
ど
が
語
ら
れ
て
、「
戦

争
と
平
和
」
を
巡
る
議
論
と
な
り
ま
し
た
。 

講
師
の
岩
見
さ
ん
か
ら
「
歴
史
は
戦
争
の
歴
史
」
と
す
る
発
言
が
あ

り
、
そ
れ
に
返
し
て
座
長
の
藤
井
さ
ん
が
同
じ
こ
と
だ
け
れ
ど
も
と
い

っ
て
、
「
歴
史
は
平
和
の
歴
史
」
と
重
ね
た
と
こ
ろ
に
、
見
事
に
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
持
つ
「
多
重
性
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

「
戦
争
と
平
和
」
と
い
う
多
重
性
は
、
戦
争
は
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い

が
起
き
て
し
ま
っ
た
戦
争
は
ど
こ
か
で
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
を
知

る
（
平
和
の
裏
に
芽
生
え
る
戦
争
の
芽
を
摘
む
）
こ
と
が
歴
史
を
学
ぶ

意
義
だ
と
い
う
江
田
（
五
月
）
さ
ん
の
平
和
主
義
に
も
、
防
衛
大
臣
を

経
験
し
た
北
澤
（
俊
美
）
さ
ん
が
「
憲
法
九
条
」
の
存
在
に
よ
る
シ
ビ

リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
平
和
を
守
る
べ
き
軍
隊
の
存
在
）
を
実
感

し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
如
実
に
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
戦
争
と
平
和
の
多
重
性
の
『
今
』
を
知
る
こ
と
」

と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
メ
モ
に
な
り
ま
し
た
。 

半
世
紀
を
超
え
て
堅
持
し
て
き
た
平
和
の
裏
で
、
世
論
と
し
て
う
ご

め
く
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
て
、
国
防
軍
や
核
装
備
ま
で
を

想
定
し
、
「
平
和
憲
法
」
を
戦
争
の
側
か
ら
改
変
し
よ
う
と
す
る
安
倍

政
権
や
同
調
者
の
主
張
に
対
峙
し
て
、
近
代
の
歴
史
で
経
験
し
た
「
戦

争
と
平
和
」
の
多
重
性
を
平
和
の
側
か
ら
読
み
解
く
こ
と
で
、
自
分
の

国
は
自
分
で
守
る
「
平
和
維
持
」
の
意
識
を
「
戦
争
を
知
ら
な
い
」
国

民
に
醸
成
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
「
今
、
政
治
家
が
歴
史
に
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
国
の
将
来
に
む
か
っ
て
政
治
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

な
す
べ
き
努
め
な
の
だ
と
い
う
暗
黙
の
確
認
が
会
場
に
生
じ
た
の
は
、

岩
見
さ
ん
の
提
案
に
よ
っ
て
で
し
た
。 

岩
見
さ
ん
は
、
民
主
党
と
し
て
「
憲
法
」
論
議
は
受
け
て
立
つ
べ
き

で
あ
る
と
い
う
、
歴
史
を
知
り
未
来
を
見
通
す
政
治
家
の
責
務
へ
の
強

い
要
請
を
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
突
き
付
け
た
の
で
し
た
。 

講
演
と
質
疑
の
あ
い
だ
に
、
わ
た
し
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
思
い
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

[

核
廃
絶]  
民
主
党
が
政
権
に
つ
い
た
直
後
の
二
〇
〇
九
年
九
月
、
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安
保
理
事
会
で
非
常
任
理
事
国
の
日
本
の
首
相
と
し
て
、
鳩
山
（
由
紀

夫
）
首
相
が
「
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
果
た
す
べ
き
道
義
的
責
任
」
を

い
い
、
「
核
廃
絶
に
む
け
て
先
頭
に
立
つ
」
決
意
を
述
べ
た
こ
と
が
思

い
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
へ
の
国
際
評
価
は
「
平
和
国
家
」
の
堅
持

に
あ
り
、
高
い
レ
ベ
ル
の
「
核
の
平
和
利
用
」
で
あ
る
原
子
力
発
電
、

平
和
利
用
の
衛
星
誘
導
技
術
な
ど
は
「
戦
争
と
平
和
」
の
多
重
性
に
お

い
て
国
家
と
し
て
堅
持
し
顕
示
す
べ
き
科
学
技
術
で
あ
る
こ
と
。 

た
だ
し
３
・
１
１
以
後
、
「
原
爆
と
原
発
（
戦
争
と
平
和
）
の
核
被

災
（
被
曝
）
国
」
と
し
て
の
対
処
は
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
が
。 

[

戦
力]  

「
平
和
国
家
」
の
基
本
は
、
他
の
い
か
な
る
国
に
も
依
存

し
な
い
自
衛
の
た
め
の
「
不
戦
の
軍
事
力
」
で
あ
り
、
相
手
を
納
得
さ

せ
る
「
能
戦
の
文
化
力
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
「
豊
か
な
経
済
力
」

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
三
位
一
体
と
し
て
常
備
す
べ
き
「
戦
力
」
で

あ
り
「
国
力
」
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。 

[

兵
役
（
平
和
役
）]  

「
平
和
憲
法
」
と
と
も
に
青
年
が｢

国
を
守
る｣

意
識
を
共
有
す
る
た
め
の
「
兵
役
（
平
和
役
）
」
と
し
て
、
自
ら
す
す

ん
で
国
土
建
設
や
防
災
支
援
（
国
防
役
・
主
に
男
性
）
や
福
祉
・
介
護

（
公
助
役
・
主
に
女
性
）
に
従
事
す
る
こ
と
。 

[

平
和
の
証]  

「
平
和
憲
法
」（
と
く
に
九
条
）
と
と
も
に
高
齢
者
が

「
自
助
・
共
助
」
に
努
め
て
、
後
人
に
敬
愛
さ
れ
な
が
ら
長
寿
を
全
う

す
る
こ
と
が
「
平
和
の
証
」
で
あ
る
こ
と
。 

「
平
和
国
家
」
を
守
る
意
識
の
醸
成
と
共
有
は
、
政
治
の
側
の
と
く
に

再
建
民
主
党
の
求
心
力
の
核
と
な
る
課
題
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。 

（
二
〇
一
三
・
二
・
二
四
） 

 

堀
内
正
範 

ほ
り
う
ち
・
ま
さ
の
り 

朝
日
新
聞
社
社
友
（
元
『
知
恵
蔵
』
編
集
長
）
「
月
刊
丈
風
」
編
集
人 

経
歴 

 

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
一
一
月
一
日
、
東
京
都
渋
谷
区
生
ま
れ
。

終
戦
の
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
に
小
学
校
入
学
、
四
つ
の
小
学
校
、

二
つ
の
中
学
校
を
転
校
、
都
立
両
国
高
校
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。

朝
日
新
聞
社
社
友
。
元
『
知
恵
蔵
』
編
集
長
。
平
成
六
（
一
九
九
四
）

年
に
早
期
退
社
し
て
日
中
交
流
の
原
点
中
国
中
原
の
古
都
洛
陽
市
へ
。

洛
陽
外
国
語
学
院
外
籍
教
授
を
勤
め
な
が
ら
龍
門
石
窟
の
世
界
遺
産

登
録
活
動
に
尽
力
。 

「
ア
ジ
ア
の
共
生
（
豊
か
さ
の
共
有
）
」「
日
本
型
高
齢
社
会
」
が
課
題
。 

著
書 

『
丈
人
の
ス
ス
メ 

日
本
型
高
齢
社
会 

「
平
和
団
塊
」
が
国
難
を
救 

う
』
（
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン 

二
〇
一
〇
年
七
月 

一
五 

 

〇
〇
円
・
税
別
） 

『
洛
陽
発
「
中
原
歴
史
文
物
」
案
内
』
（
新
評
論
） 

『
中
国
名
言
紀
行
・
中
原
の
大
地
と
人
語
』
（
文
春
新
書
） 

『
人
生
を
豊
か
に
す
る
四
字
熟
語
』
（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
） 

住
所
・
連
絡
先 

e
-m

a
il  

m
h

o
r
i8

8
8

@
y

b
b

.n
e

.jp
 

te
l &

 fa
x

  
0

4
7

5
-4

2
-5

6
7

3
  

k
e

ita
i  

0
9

0
-4

1
3

6
-7

8
1

1
 

 

w
e

b
 

「
日
本
丈
人
の
会
」
「
月
刊
丈
風
」h

ttp
://jo

jin
.jp

/ 

b
lo

g
 

「

ら

う

ん

じ

・

茶

王

樹

・

南

九

十

九

里

か

ら

」

h
ttp

://m
y

h
p

.n
e

.jp
/c

h
a

o
ju

/ 

〒 
2

9
9

-4
3

0
1

 
千
葉
県
長
生
郡
一
宮
町
一
宮

9
3

4
0

-8
 

mailto:mhori888@ybb.ne.jp
http://jojin.jp/
http://myhp.ne.jp/chaoju/
http://myhp.ne.jp/chaoju/

